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子供が自立し
みんなの活躍で創り上げる学校

校長 島 章人主体性 協働性自律性

少し秋らしくなってきました。「文化の秋」「スポーツの秋」は、子供たちも

大活躍。１０月中旬からいろんな場面で万田っ子の活躍が光りました。

まずは、１０月１７日に行われた親睦陸上記録会。練習の成果を発揮し自分の記録に挑戦すると共に、他の学校の同

じ６年生との親睦を図ることがこの大会の目的です。今年の夏はあまりにも暑く、９月に入っても熱中症警戒アラート

が出続けたため、十分な練習ができませんでした。それでも、ベストを尽くす子供たちの姿が印象的で、喜びや悔しさ

が見ているこちらに伝わってくるようでした。全員に拍手を送りたいと思います。

次に紹介するのは、１１月３日に行われた荒尾市民文化祭でステージ発表を
行った３年生です。郷土が誇る詩人「海達公子」について、これまで学習してきたことを音読劇のように発表するこ
とができました。大きな舞台にも臆することなく、大きな声で堂々と呼びかけを行い、歌を歌うことができました。
観客からもたくさんの拍手をもらいました。３年生の活気と優しさを感じるステージ発表で、私も感動しました。

裏もあります

【上位入賞者】

・男子１００ｍ走 2位 松本颯斗（14秒１） ・女子５０ｍハードル 2位 杉本杏菜（10秒2）

・女子走り高跳び 2位 福田せらん（１１５㎝） ・男子８００ｍ走 3位 松本颯斗（2分35秒9）

・男子５０ｍハードル 4位 塚本魁李（9秒3） ・男子走り高跳び 4位 栗林海成（１１８㎝）

・男子４００ｍリレー 6位 万田２ ※松本颯斗、塚本魁李、髙場皇多、栗林海成（1分00秒０）

おめでとうございます。
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「万田っ子大活躍！」の第３弾は、６年生

の修学旅行です。今年も、修学旅行先であ

る長崎で、荒尾市の観光ＰＲをしてきまし

た。今年は、熊日新聞社の持つノウハウを

教えていただきながら、「万田坑新聞」を

作りましたので、自分が作った万田坑新聞

の裏に、荒尾市の観光パンフレットを印刷

し、観光客に一人ずつ手渡しをしました。

京都から観光に来ていた人から、後日、万

田小に「万田坑のことを詳しく勉強してＰ

Ｒしていると言うことが分かりました。機

会があれば、是非荒尾にも行ってみたいで

す。」と電話がありました。少しの勇気と

行動で人の心に訴えることができる、その

経験が子供たちにとっても素晴らしいこと

だと思います。

また、平和公園で行った平和集会では、

子供たちの心のこもった呼びかけや歌声に

誘われたのか、多くの観光客が集まってき

ました。海外からの観光客であろう年配の

女性から、引率の先生に「感動した。素晴

らしい子供たち。ハグしたいほどだ。」と

お褒めの言葉をいただいたと聞きました。

その方も、簡単な英語を使って、自分の思

いや感動を何とか伝えたいと思ったので

しょう。お互いに言葉は分からずとも、思

いは伝わるんだなあとうれしい気持ちにな

りました。

○再度のお知らせです。荒尾教育フォーラムが、１１月１６日（土）１４：００～ 荒尾文化センターにて行われま
す。万田小６年生が、万田坑ガイドの取組や熊日新聞社とコラボした万田坑新聞製作の取組についてステージ発表
を行います。

○１２月に熊本県下一斉、熊本県学力調査が行われます。これは、スポーツで言えば、いきなり県大会に出場するよ
うなものです。学校でも準備を行って学力の県大会に臨みたいと思いますが、各ご家庭でも、宿題にしっかり取り
組むよう声かけをお願いします。


